
� 緒言
環境省からの環水大水発第１１０３２４００１号要測定指標の測定

の実施について（協力依頼）の別添１「要測定指標（下層

DO，透明度）の測定について」によると，様々な汚濁負荷

削減に関する取り組みがなされてきたことから，顕著な汚濁

域は減少傾向にある。しかし，全体的には水環境の改善が十

分に進んでいるとは言いがたく，水域によっては夏季の下層

を中心に貧酸素水塊が発生し，水生生物の生息・生育及び再

生産に影響を及ぼすなどの状況が依然としてみられる。平成

２２年３月「閉鎖性海域中長期ビジョン」や平成１７年１月「湖

沼環境保全制度の在り方について（答申）」の中では，下層

における溶存酸素及び透明度等について，環境基準化を見据

えた検討や補助指標としての必要性を挙げている１）。徳島県

では，水質汚濁防止法の施行に伴い，公共用水域の水質の測

定に関する計画に基づいて１９７２年度から，透明度を測定して

きており，３０年を超えるデータの蓄積がある。そこで，徳島

県沿岸海域の透明度がどのように変化してきているか１９８１年

度から２０１０年度までの推移をまとめたので報告する。

� 調査方法
１ 調査地点

調査地点は，図１に示す県内海域の環境基準点である２３地

点を選定した。また各地点の詳細を表１に示す。

２ 調査期間

１９８１年４月～２０１１年３月（橘港を除く）

１９９６年４月～２０１１年３月（橘港）

注）橘港は環境基準点の変更があったため

３ 調査項目

徳島県沿岸海域の透明度を解析した。ただし，透明度が

海底まであるときは，そのときの水深を透明度とした２）。

４ 測定方法

透明度：直径３０cmの白色の平らな円盤（透明度板）を水

平に海水中に降ろし，上から見てこれがちょうど見えなくな

る限界の深さをm単位で表す３）。

５ 測定頻度

月１回毎の年１２回。
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富岡港，橘港を除く１７地点において，透明度が上昇傾向にあることがわかった。
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表１．調査地点の詳細

海域名 類型 地点名 地点詳細

県北沿岸海域 A

st－１ 鳴門市北灘沖約６０００m地点

st－２ 鳴門市北泊沖約３２００m地点

st－３ 鳴門市ウチノ海の宮ノ鼻から約２５０m地点

st－４ 鳴門市土佐泊浦沖約３５００m地点

紀伊水道海域
A

st－１ 旧吉野川河口沖約６０００m地点

st－２ 勝浦川河口沖約８０００m地点

st－３ 那賀川沖約４０００m地点

B st－９ 新町川河口沖約７００m地点

県南沿岸海域 A

st－１ 蒲生田岬の南約３００m地点

st－２ 海部郡美波町の南約６０００m地点

st－３ 海部郡海陽町宍喰沖約５０００m地点

小松島港
B

st－１ 小松島市金磯町沖約５００m地点

st－２ 小松島市和田ノ鼻から約５００m地点

st－３ 小松島市小神子から和田ノ鼻へ向かう約８００m地点

C st－４ 小松島港の防波堤で囲まれた中

富岡港 C

st－１ 導流堤突端から２５０mの地点を結んだ左岸側

st－２ 導流堤突端から２５０mの地点を結んだ流心部

st－３ 導流堤突端から２５０mの地点を結んだ右岸側

橘港 A

st－１ 橘港内長島の南約２００m地点

st－２ 橘港内高島の南約４００m地点

st－３ 橘港内小勝島の南約４００m地点

椿泊湾 A
st－１ 椿泊湾のほぼ中央の地点

st－２ 刈又崎の沖約５００m地点

図１．調査地点図
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� 結果
図２に各地点の年度平均における透明度の推移を示す。い

ずれの地点も透明度がばらつきながら推移しており，特異的

な傾向は認められないことがわかる。次に各地点の毎月の

データを統計学的に単回帰分析により解析を行った結果を表

２，３に示す。有意差検定（P値）の結果，富岡港３地点と

橘港 st－１，st－３の２地点は，危険率５％以上であり有意で

はなかった。つまり上記５地点を除く地点においては，透明

度の上昇または下降の傾向があることが推定された。透明度

のトレンドは，県北沿岸海域：０．０４９～０．０７８m／年，紀伊水道

海域：０．０１４～０．０５７m／年，県南沿岸海域：０．１１～０．１５m／年，

小松島港：０．０２６～０．０４８m／年，橘港 st－２：－０．１５m／年，椿

泊湾：０．０３５～０．０５３m／年と橘港 st－２を除き透明度は上昇傾

向であることが推定された。

次に表４に各地点の１０年毎の平均値，最小値，最大値を，

図３に各年代・各地点の透明度の推移を示す。その結果，単

回帰分析により解析を行った結果と同様の傾向が確認できた。

図２．各地点の年度平均における透明度の推移
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表３．単回帰分析から求めた年間上昇度

st－１ st－２ st－３ st－４ st－９

県北沿岸海域 ０．０６１ ０．０４９ ０．０７８ ０．０５７

紀伊水道海域 ０．０５７ ０．０５６ ０．０５５ ０．０１４

県南沿岸海域 ０．１１ ０．１１ ０．１５

小松島港 ０．０２６ ０．０３５ ０．０４０ ０．０４８

富岡港 ０ －０．００６ ０

橘港 ０．０６８ －０．１５ －０．０４４

椿泊湾 ０．０５３ ０．０３５

表４．各地点の１０年度毎の透明度（平均値，最小値，最大値）

県北沿岸海域

年度
st－１ st－２ st－３ st－４

平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
１９８１－１９９０ ７．８４ ４．０ １４．５ ７．２６ ４．０ １４．５ ４．６７ ２．３ ８．４ ６．６１ １．５ １１．２
１９９１－２０００ ８．７８ ２．４ ２０．０ ８．０７ １．５ １８．５ ５．９１ ２．９ １０．５ ７．６７ ３．５ １３．０
２００１－２０１０ ９．０８ ３．３ ２２．８ ８．２５ ３．７ １６．０ ６．１６ ２．７ １０．０ ７．６６ ３．０ １３．５

紀伊水道海域

年度
st－１ st－２ st－３ st－９

平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
１９８１－１９９０ ５．９７ ２．０ １３．０ ６．７２ ２．５ １５．０ ６．７３ １．７ １９．０ ３．０９ １．５ ６．５
１９９１－２０００ ６．７６ ２．０ １５．０ ７．４７ １．３ １７．５ ７．８１ １．２ １７．５ ３．３５ １．２ ８．０
２００１－２０１０ ７．１１ ２．０ １４．０ ８．０２ １．２ １７．０ ７．９６ １．８ ２１．０ ３．４３ １．０ ７．８

県南沿岸海域

年度
st－１ st－２ st－３

平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
１９８１－１９９０ １０．９０ ２．５ ２４．０ １４．６３ ２．５ ２５．５ １４．７０ ２．５ ２６．０
１９９１－２０００ １２．５４ ３．０ ２２．０ １５．５２ ５．５ ２５．０ １６．３１ ４．０ ２３．０
２００１－２０１０ １２．９０ １．８ ２８．０ １６．６４ ６．４ ２９．０ １７．８６ ２．２ ３１．０

小松島港

年度
st－１ st－２ st－３ st－４

平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
１９８１－１９９０ ３．１６ ０．８ ７．０ ３．３３ １．０ ７．５ ３．４０ １．０ ９．０ ２．７０ １．５ ７．５
１９９１－２０００ ３．９０ １．５ ７．５ ３．９８ １．５ ８．０ ４．０３ １．２ １０．０ ３．３８ １．７ ７．８
２００１－２０１０ ３．７１ １．２ ７．１ ４．０１ １．２ ９．５ ４．２１ １．３ １０．３ ３．７１ １．２ ９．６

富岡港

年度
st－１ st－２ st－３

平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
１９８１－１９９０ １．９８ ０．４ ５．０ ２．０５ ０．５ ５．５ １．７８ ０．５ ４．５
１９９１－２０００ ２．１８ ０．９ ８．２ ２．２３ ０．８ ６．５ １．９４ １．０ ３．６
２００１－２０１０ １．９２ ０．５ ５．１ １．８８ ０．４ ６．７ １．７８ ０．４ ５．５

橘港

年度
st－１ st－２ st－３

平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
１９９６－２０００ ５．６０ ３．２ １２．２ ５．５９ ２．０ １１．８ ４．７６ ２．３ １０．０
２００１－２０１０ ６．２７ １．９ １１．９ ３．９４ １．３ ８．５ ４．２７ １．９ ８．６

椿泊湾

年度
st－１ st－２

平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値
１９８１－１９９０ ５．７４ ２．０ １２．０ ６．８１ １．５ １８．０
１９９１－２０００ ７．０１ ２．３ １５．０ ７．８６ １．８ １６．０
２００１－２０１０ ６．８６ ２．９ １３．５ ７．５３ ２．０ １５．０

表２．単回帰分析から求めた P値

st－１ st－２ st－３ st－４ st－９

県北沿岸海域 ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

紀伊水道海域 ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

県南沿岸海域 ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

小松島港 ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

富岡港 ０．９５８ ０．２３８ ０．９９４

橘港 ０．０６１３ ＜０．０５ ０．０６３１

椿泊湾 ＜０．０５ ＜０．０５
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� まとめ
・徳島県内海域の環境基準点である２３地点の内１７地点におい

て透明度の上昇傾向が認められた。これは様々な汚濁負荷

削減に関する取り組みにより効果が現れた結果と推察でき

る。

・橘港 st－２では透明度の下降傾向が認められた。

・富岡港３地点及び橘港２地点においては，変化は認められ

なかった。

・富岡港や橘港は港湾であり，他地点より閉鎖性が強く，ま

た水深も浅いことから工場等からの陸水の影響を受けやす

いためと思われる。

・今後透明度と汚濁負荷による影響との関係について調査し

ていく必要がある。
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図３．各地点の１０年度毎における透明度の推移

―５５―



２）公共用水域水質測定結果（昭和５６～６３年度），公共用水

域及び地下水の水質測定結果（平成元～１２年度），公共用

水域及び地下水の水質の汚濁の状況についての測定結果

（平成１３年度），公共用水域及び地下水の水質の状況につ

いての測定結果（平成１４～２２年度），徳島県

３）海洋観測指針，１９９９年，気象庁

―５６―
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